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(57)【要約】
【課題】高周波の信号を良好に伝送可能なフレキシブル
配線板を提供する。
【解決手段】フレキシブル配線板は、高周波信号を伝送
可能なインピーダンス制御ラインを含む層と、インピー
ダンス制御ラインに沿って位置付けられる導電体を含む
導電層と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波信号を伝送可能なインピーダンス制御ラインを含む層と、
　前記インピーダンス制御ラインに沿って位置付けられる導電体を含む導電層と、
　を備える、フレキシブル配線板。
【請求項２】
　前記インピーダンス制御ラインは、前記導電体に並走するように位置付けられる、請求
項１に記載のフレキシブル配線板。
【請求項３】
　前記インピーダンス制御ラインを含む層と、前記導電層とは、離間して位置付けられる
、請求項１又は２に記載のフレキシブル配線板。
【請求項４】
　前記インピーダンス制御ラインを含む層は、前記導電層がグランド層として機能するよ
うに、前記導電層の近傍に位置付けられる、請求項１から３のいずれかに記載のフレキシ
ブル配線板。
【請求項５】
　前記インピーダンス制御ラインは、前記インピーダンス制御ラインの前記導電体に対す
る正射影が前記導電体に含まれるように配置される、請求項１から４のいずれかに記載の
フレキシブル配線板。
【請求項６】
　前記インピーダンス制御ラインは、前記インピーダンス制御ラインの前記導電体に対す
る正射影が前記導電体の中央又は中央近傍を通るように位置付けられる、請求項５に記載
のフレキシブル配線板。
【請求項７】
　前記インピーダンス制御ラインを含む層は、前記高周波信号よりも低い周波数の信号を
伝送する信号ラインを含む、請求項１から６のいずれかに記載のフレキシブル配線板。
【請求項８】
　前記インピーダンス制御ラインに並走する導電体を含む複数の導電層を備える、請求項
１から７のいずれかに記載のフレキシブル配線板。
【請求項９】
　前記インピーダンス制御ラインを含む層は、前記インピーダンス制御ラインに並走する
導電体を含む、請求項１から８のいずれかに記載のフレキシブル配線板。
【請求項１０】
　前記インピーダンス制御ラインを含む層及び前記導電層を複数備える、請求項１から９
のいずれかに記載のフレキシブル配線板。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、フレキシブル配線板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リジッドプリント配線板において、高周波信号を伝送するために、コプレーナライン又
はマイクロストリップラインなどの伝送線路が用いられることがある。例えば特許文献１
に開示されている伝送線路は、一方の信号線路にマイクロストリップラインが形成され、
他方の信号線路にマイクロストリップライン又はコプレーナラインが形成される。また、
複数の伝送線路間において、高周波信号を低損失で伝送させるために、伝送線路間のイン
ピーダンス整合を確保することが望ましい。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－０４６７１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方、フレキシブルプリント配線板は、リジッドプリント配線板に比べて、可撓性又は
屈曲性を有する。このようなフレキシブル配線板を使用した場合にも、高周波の信号を良
好に伝送可能であることが望ましい。
【０００５】
　本開示の目的は、高周波の信号を良好に伝送可能なフレキシブル配線板を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態に係るフレキシブル配線板は、
　高周波信号を伝送可能なインピーダンス制御ラインを含む層と、
　前記インピーダンス制御ラインに沿って位置付けられる導電体を含む導電層と、
　を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　一実施形態によれば、高周波の信号を良好に伝送可能なフレキシブル配線板を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図である。
【図２】一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図である。
【図３】一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図である。
【図４】一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図である。
【図５】一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図である。
【図６】一実施形態に係るフレキシブル配線板の外観を示す図である。
【図７】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である。
【図８】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である。
【図９】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である。
【図１０】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である
。
【図１１】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である
。
【図１２】一実施形態に係るフレキシブル配線板の多層構造における一層を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、一実施形態に係るフレキシブル配線板について、図面を参照して説明する。
【００１０】
　本開示において、フレキシブル配線板とは、例えば、フレキシブルプリント基板、フレ
キシブルプリント配線板、フレキシブルプリント回路基板（以上、ＦＰＣ（Flexible pri
nted circuits））、及びフレキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）などを含むものとし
てよい。また、本開示において、フレキシブル配線板とは、典型的にはリジッド基板に相
対する概念を意味するものとしてよい。しかしながら、本開示において、フレキシブル配
線板とは、例えば、リジッドフレキシブル基板及びフレックスリジッド基板などを含むも
のとしてもよい。
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【００１１】
　従来、ＲＦ回路（高周波回路）において使用されるインピーダンス制御ラインは、リジ
ッド基板を用いて構成されるものが主流である。このようなリジッド基板は、例えば、ス
トリップライン、マイクロストリップライン、及びコプレーナラインなどのような構造を
有するものがある。これらは、平面導波路の技術を用いることにより、高周波信号を伝送
可能にしている。これらの構造としては、信号ラインの周囲の少なくとも一部がグランド
（ＧＮＤ）によって囲まれているものが主流である。
【００１２】
　しかしながら、このようなリジッド基板は、硬質の樹脂を素材とするものが多く、可撓
性又は屈曲性に乏しい傾向にある。このため、リジッド基板は、例えば筐体の可動部又は
摺動部には採用できないなど、製品を設計する上で制約を受けることがある。したがって
、以下説明する一実施形態においては、構造上の制約に柔軟に対応すべく、フレキシブル
配線板を採用する。
【００１３】
　図１乃至図５は、それぞれ、一実施形態に係るフレキシブル配線板の断面を示す図であ
る。
【００１４】
　以下の図に示すＸ軸方向は、一実施形態に係るフレキシブル配線板の「幅」を示す方向
としてよい。以下の図に示すＹ軸方向は、一実施形態に係るフレキシブル配線板の「厚さ
」を示す方向としてよい。以下の図に示すＺ軸方向は、一実施形態に係るフレキシブル配
線板の「長さ」を示す方向としてよい。すなわち、以下の図に示すフレキシブル配線板は
、Ｚ軸方向に平行な方向に長尺状のフレキシブル配線板としてよい。
【００１５】
　以下の図に示す座標系において、Ｘ軸の正方向側を適宜「右」側とも記し、Ｘ軸の負方
向側を適宜「左」側とも記す。また、以下の図に示す座標系において、Ｙ軸の正方向側を
適宜「上」側とも記し、Ｙ軸の負方向側を適宜「下」側とも記す。また、以下の図に示す
座標系において、Ｚ軸の正方向側を適宜「手前」側とも記し、Ｚ軸の負方向側を適宜「億
」側とも記す。
【００１６】
　図１は、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａの、Ｘ－Ｙ平面に平行な断面を示し
ている。図１に示すフレキシブル配線板１Ａは、Ｚ軸に平行な方向に信号を伝送すること
ができる。図１に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａは、Ｙ軸方向に
少なくとも２層（図１においては３層）を重ねた構造としてよい。
【００１７】
　図１に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａは、インピーダンス制御
ライン１０、第１グランドライン１２、第２グランドライン１４、グランド層２０、及び
絶縁層３０を備えてよい。
【００１８】
　インピーダンス制御ライン１０は、高周波信号（ＲＦ信号）を伝送可能に構成されてよ
い。インピーダンス制御ライン１０は、薄膜状の導体で構成されてよい。以下、「導体」
で構成される部材は、例えば銅など、適宜、任意の導電性材料で構成してよいものとする
。インピーダンス制御ライン１０の厚さは、例えば１２μｍから５０μｍ程度としてもよ
い。インピーダンス制御ライン１０は、図に示すＺ軸方向に平行な方向に長さを有してよ
い。図１に示すように、インピーダンス制御ライン１０は、絶縁層３０を介して、グラン
ド層２０の上に配置されてよい。
【００１９】
　第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４は、グランド（ＧＮＤ）として機
能するラインとしてよい。第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４は、イン
ピーダンス制御ライン１０と同様に、薄膜状の導体で構成されてよい。第１グランドライ
ン１２及び第２グランドライン１４の厚さは、例えば１２μｍから５０μｍ程度としても
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よい。第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４は、図に示すＺ軸方向に平行
な方向に長さを有してよい。図１に示すように、第１グランドライン１２は、インピーダ
ンス制御ライン１０の左側に位置付けられてよい。また、第２グランドライン１４は、イ
ンピーダンス制御ライン１０の右側に位置付けられてよい。図１に示すように、第１グラ
ンドライン１２及び第２グランドライン１４は、インピーダンス制御ライン１０と同様に
、絶縁層３０を介して、グランド層２０の上に配置されてよい。
【００２０】
　グランド層２０は、グランド（ＧＮＤ）として機能する層としてよい。グランド層２０
は、第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４と同様に、薄膜状の導体で構成
されてよい。グランド層２０の厚さは、例えば１２μｍから５０μｍ程度としてもよい。
グランド層２０は、図に示すＺ軸方向に平行な方向に長さを有してよい。図１に示すよう
に、グランド層２０は、絶縁層３０を介して、インピーダンス制御ライン１０並びに第１
グランドライン１２及び第２グランドライン１４を下側から覆うように位置付けられてよ
い。
【００２１】
　絶縁層３０は、層間を絶縁させる機能を有する層としてよい。絶縁層３０は、薄膜状の
絶縁体で構成されてよい。以下、「絶縁体」で構成される部材は、例えばポリイミド又は
ポリエステルなど、適宜、任意の絶縁性材料で構成してよいものとする。絶縁層３０の厚
さは、例えば１２μｍから５０μｍ程度としてもよい。絶縁層３０は、図に示すＺ軸方向
に平行な方向に長さを有してよい。図１に示すように、絶縁層３０は、インピーダンス制
御ライン１０並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４と、グランド層
２０との間に位置付けられてよい。
【００２２】
　以下、例えば図１に示すような各層間の接着層は、例えば、エポキシ樹脂系、アクリル
樹脂系の接着剤、又はプリプレグなど、適宜、任意の材料で構成してよいものとする。
【００２３】
　図１に示すような構成により、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａは、リジッド
基板上に構成されるコプレーナラインと同様の機能を有し得る。すなわち、一実施形態に
係るフレキシブル配線板１Ａは、インピーダンス制御ライン１０において、高周波の信号
を良好に伝送し得る。また、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａは、可撓性又は屈
曲性を有するため、例えば筐体の可動部又は摺動部においても湾曲させて使用することが
できる。このため、製品を設計する上で構造上の制約に柔軟に対応し得る。このように、
一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ａによれば、フレキシブル基板上において、イン
ピーダンス制御ラインを形成することができる。
【００２４】
　図２は、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂの、Ｘ－Ｙ平面に平行な断面を示し
ている。図２に示すフレキシブル配線板１Ｂは、Ｚ軸に平行な方向に信号を伝送すること
ができる。図２に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂは、Ｙ軸方向に
少なくとも２層（図２においては５層）を重ねた構造としてよい。
【００２５】
　図２に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂは、インピーダンス制御
ライン１０、第１グランドライン１２、及び第２グランドライン１４を備えてよいことは
、図１に示したフレキシブル配線板１Ａと同様である。一実施形態に係るフレキシブル配
線板１Ｂにおいて、インピーダンス制御ライン１０、第１グランドライン１２、及び第２
グランドライン１４の構成及び配置も、図１に示したフレキシブル配線板１Ａと同様とし
てよい。図２に示すフレキシブル配線板１Ｂは、第１グランド層２２及び第２グランド層
２４、並びに、第１絶縁層３２及び第２絶縁層３４を備えてよい。
【００２６】
　第１グランド層２２及び第２グランド層２４は、図１に示したグランド層２０と同様の
構成としてよい。図２に示すように、第１グランド層２２は、第１絶縁層３２を介して、
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インピーダンス制御ライン１０並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１
４を下側から覆うように位置付けられてよい。また、図２に示すように、第２グランド層
２４は、第２絶縁層３４を介して、インピーダンス制御ライン１０並びに第１グランドラ
イン１２及び第２グランドライン１４を上側から覆うように位置付けられてよい。
【００２７】
　第１絶縁層３２及び第２絶縁層３４は、図１に示した絶縁層３０と同様の構成としてよ
い。図２に示すように、第１絶縁層３２は、インピーダンス制御ライン１０並びに第１グ
ランドライン１２及び第２グランドライン１４と、第１グランド層２２との間に位置付け
られてよい。また、図２に示すように、第２絶縁層３４は、インピーダンス制御ライン１
０並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４と、第２グランド層２４と
の間に位置付けられてよい。
【００２８】
　図２に示すような構成により、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂは、リジッド
基板上に構成されるストリップラインと同様の機能を有し得る。すなわち、一実施形態に
係るフレキシブル配線板１Ｂは、インピーダンス制御ライン１０において、高周波の信号
を良好に伝送し得る。また、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂは、可撓性又は屈
曲性を有するため、例えば筐体の可動部又は摺動部においても湾曲させて使用することが
できる。このため、製品を設計する上で構造上の制約に柔軟に対応し得る。このように、
一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｂによれば、フレキシブル基板上において、イン
ピーダンス制御ラインを形成することができる。
【００２９】
　図３は、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｃの、Ｘ－Ｙ平面に平行な断面を示し
ている。図３に示すフレキシブル配線板１Ｃは、Ｚ軸に平行な方向に信号を伝送すること
ができる。図３に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｃは、Ｙ軸方向に
少なくとも２層（図３においては２層）を重ねた構造を含むものとしてよい。
【００３０】
　図３に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｃは、図２に示したフレキ
シブル配線板１Ｂにおいて、いくつかの層間を分離させたものとしてよい。すなわち、図
３に示すフレキシブル配線板１Ｃは、図２に示したフレキシブル配線板１Ｂにおいて、第
１グランド層２２と、第１絶縁層３２との間を分離させたものとしてよい。また、図３に
示すフレキシブル配線板１Ｃは、図２に示したフレキシブル配線板１Ｂにおいて、インピ
ーダンス制御ライン１０並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４と、
第２絶縁層３４との間を分離させたものとしてよい。
【００３１】
　図３に示すような構成により、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｃは、図１に示
したフレキシブル配線板１Ａ及び図２に示したフレキシブル配線板１Ｂよりも、可撓性又
は屈曲性を高め得る。例えば、図２に示したフレキシブル配線板１Ｂのような多層構造を
全体的に屈曲させると、屈曲させた部分において最も外側の層と最も内側の層との距離の
差が大きくなる。このため、図２に示したフレキシブル配線板１Ｂのような多層構造を全
体的に大きく屈曲させると、少なくともいずれかの層が損傷するリスクが増す。これに対
し、図３に示すフレキシブル配線板１Ｃは、多層構造がいくつかに分離している。このた
め、図３に示すフレキシブル配線板１Ｃは、屈曲させたとしても、分離した各層において
最も外側の層と最も内側の層との距離の差が比較的小さくなる。したがって、図３に示し
たフレキシブル配線板１Ｃのような構造を全体的に大きく屈曲させたとしても、少なくと
もいずれかの層が損傷するリスクは比較的小さい。例えば、図３に示したフレキシブル配
線板１Ｃは、屈曲させた部分を一周（３６０℃）させたとしても、いずれかの層が損傷す
るリスクは比較的小さく抑えられ得る。
【００３２】
　一方、図３に示すような構成においては、リジッド基板上に構成されるようなストリッ
プライン又はコプレーナラインと同様の構成を採ることができない。このため、図３に示
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すような構成においては、インピーダンス制御ができなくなり得る。したがって、図３に
示すフレキシブル配線板１Ｃにおいては、インピーダンス制御ライン１０において、高周
波の信号を良好に伝送できなくなり得る。
【００３３】
　図４は、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄの、Ｘ－Ｙ平面に平行な断面を示し
ている。図４に示すフレキシブル配線板１Ｄは、Ｚ軸に平行な方向に信号を伝送すること
ができる。図４に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄは、Ｙ軸方向に
少なくとも２層（図４においては３層又は２層）を重ねた構造を含むものとしてよい。
【００３４】
　図４に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄは、図３に示したフレキ
シブル配線板１Ｃを部分的に変更したものとしてよい。すなわち、図４に示すフレキシブ
ル配線板１Ｄは、図３に示したフレキシブル配線板１Ｃにおいて、第１グランド層２２を
除いたものとしてよい。また、図４に示すフレキシブル配線板１Ｄは、図３に示したフレ
キシブル配線板１Ｃにおいて、第１絶縁層３２の下側に、さらに薄膜金属層４０を位置付
けたものとしてよい。ここで、薄膜金属層４０は、図４に示すように、第１絶縁層３２の
下側に密着するように位置付けてよい。一方、図４に示すように、第２絶縁層３４は、イ
ンピーダンス制御ライン１０並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４
から離間させたものとしてよい。
【００３５】
　薄膜金属層４０は、例えば金属製の薄膜シートとしてよい。例えば、薄膜金属層４０は
、銀シートなどで構成してよい。薄膜金属層４０は、グランド（ＧＮＤ）として機能する
層としてよい。
【００３６】
　上述のように、図３に示したフレキシブル配線板１Ｃのように、第１グランド層２２及
び／又は第２グランド層２４をインピーダンス制御ライン１０から離間させてしまうと、
ストリップラインのような構造を採ることができなくなる。このため、図３に示すフレキ
シブル配線板１Ｃにおいては、インピーダンス制御ライン１０において、高周波の信号を
良好に伝送できなくなり得る。
【００３７】
　これに対し、図４に示すフレキシブル配線板１Ｄにおいては、片側の層において銀シー
トなどの薄膜金属層４０が用いられる。図４に示すように、図４に示すフレキシブル配線
板１Ｄは、薄膜金属層４０を密着させることにより、グランド（ＧＮＤ）が形成される。
したがって、図４に示すフレキシブル配線板１Ｄは、コプレーナラインのような構造を実
現することで、インピーダンス制御を行うことができる。このため、図４に示すフレキシ
ブル配線板１Ｄにおいては、特性インピーダンスを安定させ得る。
【００３８】
　このように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄは、図４に示すように、少なく
とも２つの層を備えてよい。例えば、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄは、高周
波信号を伝送可能なインピーダンス制御ライン１０を含む層を備えてよい。また、例えば
、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｄは、薄膜金属層４０のように、インピーダン
ス制御ライン１０に沿って位置付けられる導電体を含む導電層を備えてよい。
【００３９】
　この場合、図４に示すように、インピーダンス制御ライン１０は、薄膜金属層４０のよ
うな導電体に並走するように位置付けられてもよい。また、図４に示すように、インピー
ダンス制御ライン１０を含む層と、薄膜金属層４０のような導電層とは、例えば第１絶縁
層３２を介するなどして、離間して位置付けられてもよい。また、インピーダンス制御ラ
イン１０を含む層は、薄膜金属層４０のような導電層がグランド層として機能するように
、前記導電層の近傍に位置付けられてもよい。
【００４０】
　図５は、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｅの、Ｘ－Ｙ平面に平行な断面を示し
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ている。図５に示すフレキシブル配線板１Ｅは、Ｚ軸に平行な方向に信号を伝送すること
ができる。図５に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｅは、Ｙ軸方向に
少なくとも２層（図４においては３層又は２層）を重ねた構造を含むものとしてよい。
【００４１】
　図５に示すように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｅは、図４に示したフレキ
シブル配線板１Ｄを部分的に変更したものとしてよい。すなわち、図５に示すフレキシブ
ル配線板１Ｅにおいて、第１絶縁層３２及び薄膜金属層４０の構成及び配置は、図４に示
したフレキシブル配線板１Ｄの場合と同様としてよい。また、図５に示すフレキシブル配
線板１Ｅにおいて、第２グランド層２４及び第２絶縁層３４の構成及び配置は、図４に示
したフレキシブル配線板１Ｄの場合と同様としてよい。
【００４２】
　一方、図５に示すフレキシブル配線板１Ｅは、インピーダンス制御ライン１０Ａ、イン
ピーダンス制御ライン１０Ｂ、及びインピーダンス制御ライン１０Ｃを備えてよい。これ
らのインピーダンス制御ライン１０Ａ、１０Ｂ、及び１０Ｃの構成は、それぞれ、図４に
示したフレキシブル配線板１Ｄのインピーダンス制御ライン１０と同様としてよい。図５
に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ｂは、インピーダンス制御ライン１０Ａの
左側に配置してよい。また、図５に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ｃは、イ
ンピーダンス制御ライン１０Ａの右側に配置してよい。
【００４３】
　また、図５に示すフレキシブル配線板１Ｅは、第１グランドライン１２、第２グランド
ライン１４、第３グランドライン１６、第４グランドライン１８を備えてよい。これらの
第１乃至第４グランドライン１２乃至１８の構成は、それぞれ、図４に示したフレキシブ
ル配線板１Ｄの第１グランドライン１２又は第２グランドライン１４と同様としてよい。
図５に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ｂは、第１グランドライン１２と第２
グランドライン１４との間に位置付けられてよい。また、図５に示すように、インピーダ
ンス制御ライン１０Ａは、第２グランドライン１４と第３グランドライン１６との間に位
置付けられてよい。また、図５に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ｃは、第３
グランドライン１６と第４グランドライン１８との間に位置付けられてよい。
【００４４】
　図５に示すように、フレキシブル配線板１Ｅは、インピーダンス制御ライン１０Ａ、イ
ンピーダンス制御ライン１０Ｂ、及びインピーダンス制御ライン１０Ｃのように、複数の
インピーダンス制御ラインを備えている。この場合、フレキシブル配線板１Ｅにおいて中
央に配置されているインピーダンス制御ラインは、より高周波の信号を伝送するラインと
してよい。また、フレキシブル配線板１Ｅにおいて中央に配置されていないインピーダン
ス制御ラインは、より低周波の信号を伝送するラインとしてよい。ここで、フレキシブル
配線板１Ｅにおける「中央」とは、図５に示すＸ軸方向の中央としてよい。すなわち、図
５に示すフレキシブル配線板１Ｅにおいて、インピーダンス制御ライン１０Ａには最も高
周波の信号を伝送してよい。一方、図５に示すフレキシブル配線板１Ｅにおいて、インピ
ーダンス制御ライン１０Ｂ及び１０Ｂには、インピーダンス制御ライン１０Ａに伝送する
信号よりも低い周波数の信号を伝送してよい。このように信号を伝送することにより、フ
レキシブル配線板１Ｅは、インピーダンスを安定させ得る。
【００４５】
　また、図５に示すように、例えばフレキシブル配線板１Ｅを上から見た場合に、インピ
ーダンス制御ライン１０Ａなどは、薄膜金属層４０が存在する位置に対応する領域に含ま
れるように配置されてよい。すなわち、インピーダンス制御ライン１０Ａなどは、インピ
ーダンス制御ライン１０Ａなどの薄膜金属層４０に対する正射影が、薄膜金属層４０に含
まれるように配置されてもよい。
【００４６】
　この場合、図５に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ａは、インピーダンス制
御ライン１０Ａの薄膜金属層４０に対する正射影が薄膜金属層４０の中央又は中央近傍を
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通るように位置付けられてもよい。また、この場合、インピーダンス制御ライン１０Ａは
、インピーダンス制御ライン１０Ｂ及び１０Ｃに伝送する信号よりも高周波の信号を伝送
してよい。すなわち、インピーダンス制御ライン１０Ａを含む層は、インピーダンス制御
ライン１０Ａに伝送される高周波信号よりも低い周波数の信号を伝送する信号ライン（例
えばインピーダンス制御ライン１０Ｂ及び１０Ｃ）を含んでもよい。
【００４７】
　以上説明したように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｅにおいて、インピーダ
ンス制御ライン１０Ａを含む層は、インピーダンス制御ライン１０Ａに並走する導電体を
含んでもよい。ここで、インピーダンス制御ライン１０Ａに並走する導電体とは、例えば
図５に示すように、第２グランドライン１４及び第３グランドライン１６の少なくとも一
方としてもよい。また、インピーダンス制御ライン１０Ａに並走する導電体とは、例えば
図５に示すように、インピーダンス制御ライン１０Ｂ及びインピーダンス制御ライン１０
Ｃの少なくとも一方としてもよい。
【００４８】
　さらに、例えば、図５に示すフレキシブル配線板１Ｅを、Ｙ軸方向つまり上下方向に複
数重ねて配置してもよい。このように、一実施形態に係るフレキシブル配線板１Ｅは、イ
ンピーダンス制御ライン１０を含む層及び薄膜金属層４０（又は第２グランド層２４とし
てもよい）のような導電層を複数備えてもよい。
【００４９】
　以上説明したように、例えば図５に示すフレキシブル配線板１Ｅのような構成によれば
、インピーダンス制御ラインを形成することができる。このため、フレキシブル配線板１
Ｅのような構成によれば、例えばＲＦ信号のような高周波の信号を良好に伝送し得る。ま
た、フレキシブル配線板１Ｅのような構成によれば、全体的に可撓性又は屈曲性を有し得
る。このため、フレキシブル配線板１Ｅのような構成によれば、フレキシブル配線板１Ｅ
を実装する筐体などの構造上の制約に柔軟に対応し得る。
【００５０】
　次に、図４に示したフレキシブル配線板１Ｄ又は図５に示したフレキシブル配線板１Ｅ
のようなフレキシブル配線板（以下、単に「フレキシブル配線板１」と総称する）をさら
に説明する。
【００５１】
　図６は、フレキシブル配線板１の外観を概略的に示す図である。図６は、フレキシブル
配線板１を上から平面視した状態を示す図である。また、図６に示すフレキシブル配線板
１は、屈曲されていない状態を示す図である。
【００５２】
　図６に示すように、フレキシブル配線板１は、その両端を、それぞれ接続基板２Ａ及び
接続基板２Ｂに接続されている。これらの接続基板２Ａ及び接続基板２Ｂは、それぞれ例
えばリジッド基板などとしてよい。図６に示すように、フレキシブル配線板１、並びに接
続基板２Ａ及び接続基板２Ｂを含めて、例えばヒンジ用フレキシブル配線板１００を構成
してよい。ヒンジ用フレキシブル配線板１００は、例えば、フィーチャーフォンのように
、クラムシェル筐体の開閉部に使用することができる。この場合、フレキシブル配線板１
は、可撓性又は屈曲性を維持しつつ、高周波の信号を良好に伝送することができる。
【００５３】
　図７乃至図１２は、図６に示したフレキシブル配線板１を構成するいくつかの層を模式
的に示す図である。図７乃至図１２は、図６に示したフレキシブル配線板１において破線
で囲まれた部分の各層を、上から下の順、又は下から上の順に示す図である。
【００５４】
　図７に示す第２銀シート４４は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１における第
１層（銀シート層）としてもよい。ここで、第２銀シート４４は、例えば図４に示した薄
膜金属層４０と同じように構成してもよい。第２銀シート４４は、例えばフレキシブル配
線板１において、絶縁層及び接着層を除いて、最上層又は最下層の導電層としてもよい。



(10) JP 2021-145061 A 2021.9.24

10

20

30

40

50

【００５５】
　図８に示す制御ライン５０は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１における第２
層（制御ライン層）に含まれるものとしてよい。図８に示すように、制御ライン５０は、
複数のラインの集合としてよいが、各種の仕様に応じて、任意の数及びサイズのラインを
含むものとしてよい。
【００５６】
　図９に示す電力供給ライン６０は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１における
第３層（電源層）に含まれるものとしてよい。図９に示すように、電力供給ライン６０は
、複数のラインの集合としてよいが、各種の仕様に応じて、任意の数及びサイズのライン
を含むものとしてよい。
【００５７】
　図１０に示す第２グランド層２４は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１におけ
る第４層（グランド層）に含まれるものとしてよい。図１０に示す第２グランド層２４は
、例えば図４又は図５に示した第２グランド層２４と同じように構成してもよい。
【００５８】
　図１１に示すインピーダンス制御ライン１０並びに第１グランドライン１２及び第２グ
ランドライン１４は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１における第５層（ストリ
ップライン層）に含まれるものとしてよい。図１１に示すインピーダンス制御ライン１０
並びに第１グランドライン１２及び第２グランドライン１４は、それぞれ図５において説
明したものと同様に構成してもよい。例えば、図１１に示すインピーダンス制御ライン１
０は、図５に示したインピーダンス制御ライン１０Ａと同様に構成してもよい。例えば、
図１１に示す第１グランドライン１２は、図５に示した第２グランドライン１４と同様に
構成してもよい。図１１に示す第２グランドライン１４は、図５に示した第３グランドラ
イン１６と同様に構成してもよい。また、図１１に示す第５層において、図５に示したイ
ンピーダンス制御ライン１０Ｂ及びインピーダンス制御ライン１０Ｃの少なくとも一方の
ようなインピーダンス制御ラインを含めてもよい。
【００５９】
　図１２に示す第１銀シート４２は、例えば図６に示したフレキシブル配線板１における
第６層（銀シート層）としてもよい。ここで、第１銀シート４２は、例えば図４に示した
薄膜金属層４０と同じように構成してもよい。第１銀シート４２は、例えばフレキシブル
配線板１において、絶縁層及び接着層を除いて、最下層又は最上層の導電層としてもよい
。
【００６０】
　以上説明したように、フレキシブル配線板１は、インピーダンス制御ライン１０に並走
する導電体を含むグランド層のような導電層を、複数備えてもよい。
【００６１】
　本開示を諸図面および実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき
種々の変形および修正を行うことが容易であることに注意されたい。したがって、これら
の変形および修正は本開示の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各機能部、各
手段、各ステップなどに含まれる機能などは論理的に矛盾しないように再配置可能であり
、複数の機能部およびステップなどを１つに組み合わせたり、或いは分割したりすること
が可能である。また、上述した本開示の各実施形態は、それぞれ説明した各実施形態に忠
実に実施することに限定されるものではなく、適宜、各特徴を組み合わせたり、一部を省
略したりして実施することもできる。
【符号の説明】
【００６２】
１Ａ～１Ｅ　フレキシブル配線板
１０　インピーダンス制御ライン
１０Ａ～１０Ｅ　インピーダンス制御ライン
１２　第１グランドライン
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１４　第２グランドライン
１６　第３グランドライン
１８　第４グランドライン
２０　グランド層
２２　第１グランド層
２４　第２グランド層
３０　絶縁層
３２　第１絶縁層
３４　第２絶縁層
４０　薄膜金属層
４２　第１銀シート層
４４　第２銀シート層
５０　制御ライン
６０　電力供給ライン
 
 

【図１】

【図２】

【図３】
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